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警静

C・ィサウィ菩

『革命下のエジプト

•• A 経問分析J:i 
:: 
:: 
:i 

I! Charles Issa 
!! no付，iiζ Analy’sis,Issue《lur 
ii Royal Institute of International A任airs,London, §! .. 
!; Oxford_ Univ. Press, 1963, 343 p. ・1

;;; 

：；！ベ.＇；；土多年中東経済を WL'，（しと c苧Jご： ＼！ンピア大学の

Ch:irlι只 Issawiの手になろーン ／ ］，＇べ'l'iに関するかれの

3,sg: Flの告書である。；年者はすでに1942～4:l午にEgypt:

,111 E1・011οmicand Social Analysisを執筆し，つづい

て 1954年にが！？寺を大似に改訂して Ff:;yptat 1Hid-

ccntuり目 AnEcono川町 S11n•ey を世に川うて洛陽の紙

ff ＇；~；！＇：； 1：，た。 1963 :l:fーにfi/j介在押さ21zめく Egyptiu Re-

,・u/1,iwn: An L‘-onomic , ¥ na!y削士iii：＼したが，この

:1 i¥ ; : Jt：通して流れる特色：ti；（，存jiJ！↓i,;;,i'(i分析に重点がお

トれ いるのではなく， 7けとlが一！ーく、れ九、て独創性があ

こ1、Jのでもなくして，入「Lt二＜ ＼、放多くの重要資

本｜を駆使し，事実に正確で明解な説明を加えている手堅

さであろう。もとより Egyρtin Revol utio河は工ジァ2

ト経済一般の標準的な概説書の域を出たものではないが

随所に著者の強籾な観察をまじえながら，正確かっ批判

的な記述が，本書の自lif直を高めているものといってよい

Lたとえば本書193ぺ－：，，の？主におし、ご，著者は政府発

2日｝杓f1I日指数が事実と逆であることをJf！日！している〉。

ト：討のill考の奥に流れてνる仁のit}lfi(¥;(i'.J合理主義であ

って、之めに本書はナセJc政依へe)r.;:~ ~. い批判の書と

なっている。しかし著者の立場についての論議を別にし

て難を言えば，＂'JJ'.実がふんだんに盛りこまれすぎていさ

さか雑煮的な感もしないではない。

時半千は196:lif8月から翌翌年の 9J1にいたる 1二ジ：ノ1、滞

;(r11，，本書がこれらの批判性と正確性のため，同内にお

いこ花）i'.,禁止の憂き目に~；，，、， 心 f iこJjいて入手でき

• ' （ルートにおいて隣人LKしだ、ぺあった。エジ

ノトにj品、て評者のみつL＇山 ・1r-~,' .r J.：幻I・tin Revolu-

I io11 itナイ／レ・デル7地iぶこで，i'., :'¥r:d, States' Funda・

mcnLil Educational Centreのiヨ丹宝川；すみにひっそ

りと置かれてあっただけである。また評者はアレキサン

ドリア大学の某教授と面談した際，木舎のことを述べる
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i::，かれは“Easyto criticize，《！if五cultto practice”の

j豆・Y合Lていたので，ここにエジプトの fンテリグンチ

ャ fの置かれノた局面を知ることができた。

II 

本舎は本文13章と三つの付録から成立している。すな

わち第1翠：「背景J，第2章・ 「世界経済への編入1798

年～1920年」，第3章：「累積する閤難1920～52年」，第4

が・「アワーft±会主義j，第5寧：「人的資源j，第6寧：

「I1Jl¥'.:Hi i¥f J，第7主主：「農業J，第8i;f：「工業j，第9寧

：［迎，：治.ill f三j，第10章：「外国貿易と同際収支j，第11

1主 「金融j，第12章： f財政J, 第13草：「r,¥]l,TI，計画お

上び政治！と7てつの付録：「1961年の各行所以の公団記

捜j，「1946～61年における投資推定J，「エジプト工業の

:LJ奨郁門に関するデータJである。

本文13策は大きく分けて二つの部分に分かれている。

第1耀から第3章まではナセル政権成立以前におけるエ

ジプトの地理的，歴史的，経済的背景についての簡潔な

Jょ：で点ノるJ これが予備知識となって第4i;1以下に展開

されぶ＇！＇，命以 iをの経済構造の理FJi¥＇.を助ける役？？Jを果たし

ているものといえよう。

三4ilにおし、て「アラフ争社会主lUがJI＼（り扱われてい

る。ん：屯；史的な検討に深入りせず（このぶものたりない

とはいえ〕いくつかの事実を指摘しつつ，箸者の立場を

はっきりと打ち出している。まずかれは革命以前のエジ

プト経済について六つの特色（（1）農業国であゥて，工業

は総国民生産の10%以下しか占めていない。（2）経済の基

本：士n1u {tヨ＼であって，国営部r'Jはわずかにi詫校事業お

上りfli立に「ぎない。（3）課税は南波税がiこであり，しか

もf!¥r・u主！（ffこ吸収される国民所得の20%以上にならな

いr 判所得分布の著しい不平等。（ら)IF！！＇~経涜における外

人：n{;)iilが大きい。（6）文宮優位，軍隊の役割；土佐少〕を

とりあげ，このような要素が革命後の10年間にどのよう

な変貌をとげてゆくかを跡づけている。著者によるとア

ラブ司社会主義の発展過程は2期に分けられる。第1期の

1952～56年まで自由将校団は明確な経済政策をもってい

fて］~ iJ いえず，綿花，予算，国際収支のようなT［；要問題

に〆八、てアラグマティックに処理していたけれども，第

2 !VJの1%(i～62年において所得分布の不平等是正を目的

とすご＇；／／＇， i色l'Hltの採用，重要企業の同:fT{じ，外国企業の

jl):1[1を実経ナるiこいたり，従来のプラグマテイズムがい

わゆるアラブ社会主義に紡晶した。しかし問時に，著者

はアラフや社会主義が本質的には社会主義的ナショナリズ
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i
 
i
 

:;,; :i ，；：，：は「人的立

与1¥1：トs"J qて1:・fftii ·r あろさ ~fr；土三の 5 カ午il 11ITfに／パ、 ごノ I、におけるJr,;ii (7 ) .t'.・si;!l：な人liJ'!/.JJilにilfc!Lながら，
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Jせど7ことをトl11）と：..（＇，、ることであふ＇ o L、yffソl九、込

山f"J；，てJi L、て＇I'.i'(: (cl <JGSIFまでにゴバ＇.＇，，／＇＇ i.1;1.:':,・l'.・五三と土

11'1＇；としご L、る t♂Jv,, !!'f;;'i,'・:n 'J cl) I ::Oilb/lfj;_~ it J-?'.., 1¥ 
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,n{¥'11[,ii tこっLI二11！.リ 1.,:, 11i':/¥iこ＞＇）、＇ ( ¥ l；スj;,) ( )'. 
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I・. ci，， づ， i’：；；こ： JL、Cj" んでJll'k 1：ごlt/, ＇，、ηL、，

: i>:, I←ノ ' ;, ;' 1 ll, (1－、、，，；＇：・1土illいら』ノtFごいご，c .I:, .t11z::,r／／・,iciノ
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！、，，， ("'''tH か「｝ !1!¥ ~: /', ，／）今／ラグ〕｝守U，カ：ふり，）iJil;}J;p:,

,-・rt,fl"JnJ!!,Hi'i'.Jf!,,¥{1 ＇：ぐのJT1L1:>J日f内していろ；主i叶L!t

Jff{1,)-{1i, f’ 二三i'!'J~H'l, F 二：1'1’Jjl/／じ (j:;1;'1'_1 ' ii - I 、 ;'{ 

((. It／人の！山口＼ l、・c'1：の’！今川，［.；Ijl:1,',JI・の試み（f't＇.悦，

,,¥:: h、？，－：＇（， ：~＇：＋！·！川，， j I・ ：り～〕げ）「千l'!＇（／こっ Lべぷ，；てL、

r、

I¥ Ii <'¥i t「［;II＼’Tfj']I i二勺Cじjl亡いろ〈上・j'/¥. I Tosny, 

入11i日 13！：（ドおhcrl,ini, iT]l慌を（子r,Jl山F,JI’＇Jbfiの1叫’た：t,}I 

!ll 1. icがれ，長；iJi,,,pqい：所得の変動にふれf二れに， !Jliに

; I: i l L C よL、ご tI t守 ι：／ト・ 7ドンドグ）＼I』rn:J1iこ／）し、：－

j,I! ＇.ていることで，（＇）乃う。ユゾブトの＼ i'j・/'i：，、 I,!一：， はγ

/ '.! JJ :ts工び：月；，＇）；三： tc;tyfこ＇FUよJ ノζ いると，ti.、ぅ＇（，＜＇）

の，刊行＇d，はより f!U-frl'.}水準マHl<;i'1'Jに多くの叱の企i{詩

人：：.,! ，：， η ヲジ トに才品、て； t'i：、；＼ uJ'I三分i、よJ.~了；I; bうる

(tu J：上 γj’うごtt:.ti.¥< t仁ν、（，l/ , l/11w11紙にJg,,;1」¥ i1f 

fll.'(:,;'1¥c!i,,),',J-,¥t三！日仁木,I；ド ll 1），抗 r:t ,; r , , J. 1 1 ,・ )'. !-

) :s iリアiこ.J;i）＇》＇i；同行（けずえ 1¥IU，、わLくi'I,::/; ,¥ 
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経過しているという点において，他の後進国と見なって

いる。こハ）I'¥i早川 1世紀以上たトかつて続けにh‘4段階

の過程を正予 ('ii Iにいた〔て1略、やへ（1)Multパmrn;idAli 

の下で，，］；/,I、iif,1" 

争lドの綿｛午のf主激な発伊；。（~）イギリス人に cl: る［＼；大な濯

瓶事業の実施。（4）第 1次世t界大戦以後のlf:燦I削訟のため

にとられハ芥＇＜~Wr.である。この工うな 4段Wi を ，， tこ工ジ

プト農業Jに f1:i', 7支lこ発達~ •• t-d／＇抵（2〕労吉川i}'.Jj！，：手ffの

普及，（3）肌lj:＼（.＇）ノに量投入，（ 11ii/i¥ltのモノカYし1』，＇， （日）

農地改再生以前における財産の不平－等分布， という特徴を

もってL、たが，農地改革以後どのような変貌をJ遂げたか

というと，（J)11 i・勢力の打r'.::,・n立:rJJ,(2)1実上向’Ii目立支持

の部分的r.¥J!J, 、土地購ヂi.IJ ,n'1＇.・ドによらむ〆い， i：業投

資への転検，これは完全に失敗に帰し，資本は高級アパ

ートへ投資され，政府itl95G年ピル投資fill］限i去を発布せ

ざるをえ仕か lf二（4)g是非~1'.~リJ lを上JIーさ十ト7,,-1，は｜羽

穫であっ，＇： 1 人どをj日新;i , I、、九

第8~：＇： 1川であ，，； , ]IJ:¥0＂！＇代の技寸 JI.札 1 ゾ

ノ1 トロγ［；教はむ、速にr1¥/JJ:L, 1938～51年間に＇ i'.ilf：は 1:38

%｜：外，，，，問10~；，強の｜今外準を糸し， このハi…スl土了立，；：日

後も維持 ; 1噌 Natim】alJ¥《lll

数 (1954 1「Iii¥ ＇土1951年，＇11))/,,:・,, 1957年、＞ L2•l, 195 9 

「下の 142 、：・1 I」占Lをみろo I .）、i斗のよう t:.51:＇｛合続け

るこ亡ジノトで4業においと， li¥l魁がいくつかある。（1）雫細

企業および大企幾の優位，中企業の欠如lo とれはエジプ

ト・ブワレ J、 '! ：ーの弱点＇： 1/r/JY主を暴露 I.:, i，のであ

る。（2）独Ir介、日、，／，成立。（3卜'I芯民改急速にJ・.Yiしつつあ

るとはいえ，先進国と比較しでまだ低く， fJ1:賃金にもか

かわらず，国際競争力がない。著者は労働生高性に関す

る三つの仰勾た引用して，その三とを尖託しながれ， fJ¥

主産性の1'712:I/,. fこらべてU、乙力三その中でまJ/L!コれが注

目してよいこ ！; t文盲率の）Iif:]'1げJさであぶり

その他，労働条件 Ci:官会，労働時間，失業，ク？働組｛L

社会，'r.it）について1きだしている。

第9章tt 11•わ＇，I

持色もなi、ぴ）＜ 1シ｛略する。

第10.t表「外国貿 l込と同際収えJl」:tov、ど，タl[i,j'['lj'.りJにお

ける綿花貿坊のi姪位性士記しているが，これは過tifiO年

に点要な柄、化そ受けている 2 第2；う；i止界大戦の末期に桁1

IEおよびにし「li,;Jc＇物（約実， i{U'c，九綿実菜子）:t ,,f11UM 

の80%をii 山川！のであっhが，＇1~後，こ，JIι；！

内ii'i賞才にむけられ，綿花['j身，朝鮮戦争ブームで87%ま

で上昇したものの，すぐ下；r;し70%以下となった。また

輸出における原料の割合は1950年代の平均をとると85%

廿あり，加工品がJ.'¥"11JIIしつつある竺とは認めているもの

円、）Jl!T.貿易（符討の支現をかりる土 simpletransfor-

m九iion＇）への発 IJ>:}t士だ幼稚な段防を脱却していない。

輸入構i告は 1930年代まで繊維が主要品目であったが，

1930年代rJ.後，機械および原料がその｛吹澄をとってかわ

り、 JfHO年代に石川が行炭にとって代わった。 195β年代

わ的入溝成をみると，原料が24%, f)王）Jii仁品28%, /)jl工

}JILl.1＼！，ほ%となり，ねに機械類および金属類は194似iの

後半の全輸入額の20%代から1960年までには40%近くに

透していることは注闘してよいだろう。そのほか国際収

支，外［司投資，向吹政：食および商業1千九識について記して

L、ζ。

第!Oi営は「金融」である。金融機関としてのNational

I3ankゃ MisrBankの国有化にふれた後， エジプトの

JI）耕作号察し，ノト銭を吸収する郵便貯金ともう一つの憤

関心 Fγ ンドノレてある生命保険とけ会保険についてがjlドー

［二1')?,,t ＇~ている。三らにエジプトにおける農業部門の；1,

める比率の高さから，農業信用については，特に農業協

同組合銀行の機能を評価している。その他工業クレジッ

ト、＇：＇ fた銀行市I], ( > －；レおよびデブレ圧力等について

,(L'i{L Cいる。

ぷl'.!j告は「財政jておる。予算， d土入，歳出のn＋与に

ふれ， 1953年 5凡以来，開発予算をはじめとし，いくつ

かの＝r,Jj草が成立し，予算規模もきわめて大きくなり，

1%0～り1年の詞仁心Jt:1t産部門iこ投下された政府歳/UI土

I '.!f ；；＇に達したと L、うっ歳入についていえげ，革命以来，

税収がやや用大した点，国営企業からの収入増加（1951

/52の政府歳入の18.2%から1961/62年の27.3%へ増加l〕，

問接税から直接税への転換を指摘している。

IV 

N'i13滑において結論というよりはむすびの形でいまま

であげてきた問題を整理している。第1に経済開発上の

,,r,i:,i山をとりあげ， (I)1人当たりlI:ll()Jri：；の低さ，（2）ノ人

I i符：交の高さ，（；什人II！友長率の高さの三つの問題点をと

りあげ，開発の陥友となると同時に，他方経済開発に有

利に作用する要因としている。さらに社会主義経済のも

つ有効怜（effectiveness）と自由主義経済における企業の

十、ソj;<t (e伍ciency）とを明確に［｛'i}IJし前者は年r:nr実
；わJ'i：！ム守主においごすぐれているものの，：it＇業の運？主；伊三 P〆，

）玄イイ！一において後f許より劣つてU、るとするのが，著者の見

解で，特に前者は積極的な投資誘因を提供しないと述べ
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ている。さらに国際経済の児地から ';1¥0＇，＇外国投資の 1rn

！，＇（］に λ、れている。いっぽうこれらの沢山！？力側面と問符に

政治的側面について，（1）丙：つ：の fンy、ケトをそれに対す

：：，＇＜）ι（2）国内における附級のノ〈ヌン人（3）＇軍備支出の

膨大さ，（4）行政事務の状態，（5）先進悶と後進国との問の

緊張の増大をとりあげている。

[II vょとしり比較をしなカ，；t，議論をすすめCいる上うに忍わ

,j l '~" ，，：歩jl，平年者の飽くことを＇!11(, ,>J斗，：；たのFt求lこは

λ. 1,-1;:1年’L、うんざりさせられるかもしれtr11、が、またエ

その他人口問題，生産および計簡の問題として成長率

や成長の型，外国との経済関係の性質や方向等をとりあ

げているけれども，この最？をの章においてはエジプトと

／トギy,;:1の専門書というより仁士入lllJJ;：とし ζ，あるい

は字引のようなつもりで利用するとナれば使利である。

エジプト経済に対して読者は単に政府発表のプロパガン

ダ的な数学のみで判断を下さないように，このような著

携も一つの意要な意味をもっているといえよう。

（調査業務部海外業務課 鈴木弘明〕
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